
 
        2006年度第7号 
                             2006年11月8日 

島根大学職員組合広報部 

内線 2198，ダイヤルイン 32-6407 

E-mail union-s@sula0043.soc.shimane-u.ac.jp 
            http://sula0043.soc.shimane-u.ac.jp/kumiai/kumiai.html 

 

意見集約月間の成果を交渉へ 
 

組合では，10月を要求集約月間として，期間中の各支部等での集会，アンケートの実施と，この期間に合わせた

組合員拡大のキャンペーンを行いました。 

集会に参加され，またはアンケートの答えてくださったみなさん，たいへんありがとうございました。これらの

お世話をしてくださった支部の役員などのみなさん，本当にありがとうございました。 

月間プロジェクトでは，現在，鋭意みなさまの声を集計中です。 

この結果は，今後，以下のスケジュールで組合の議論の俎上に載せ，組合の統一した意志とした上で，大学側と

の交渉によって要求を勝ち取っていくつもりです。この間にもまた，組合員のみなさまのご意見をお聞きすること

になります。わたしたち自身の組合の意見をまとめる重要なプロセスです。是非ご参加ください。 

 

11月上旬頃：月間プロジェクト会議においてアンケートの集計，集会での意見の集約 

11月14日：中執で議論 

11月中旬から下旬：支部長会議で議論 

11月28日：中執で要求項目案策定 

12月上旬頃：組合としての要求確定 

 

 

 

 

 

 

「支部対抗ソフトボール大会」開催！ 

 
１１月１８日（土），ソフトボール大会を開催いたします。 

昨今では，日常の業務に追われ，過去（比較的）頻繁に行われておりました組合員同士の交流の場も少なくなってま

いりました。職域，職階を超えて爽やかな秋に，汗をながし親睦を深めると同時に，様々な情報交換の場にもなればと

考えております。 

チームは支部単位を想定していますが，それ以外の組み合わせでチームを結成していただいてもＯＫです。人数が揃

わなくても，混成チーム（オールスターチーム）を編成しますので，気軽に申し込んで頂けたらと考えております。 

当日は，昼食のほか，参加賞や優秀チームへの賞品も準備しています。参加申込は各支部委員又は組合ボックスまでお

願いします。 

 

日 時 ： 11月18日（土）9:00～13:00（試合開始は9:30） 

場 所 ： 大学グラウンド（野球場） 

 

 

島根大学職員組合

全大教

くくみみああいいニニュューースス  



 

「教育基本法」改正について（ある組合員からの意見） 

前号，組合では教育基本法改正について組合員の皆様の意見を募集したところ，組合員の方からの意見をいただくこと

ができましたので，ここに紹介します。 

 

「組合が，身近にある労働条件等の問題に加え，その活動として憲法や教育基本法など社会の基本的な問

題に取り組むことは，重要であると思います。それは，身近な問題がより基本的な問題の流れの中に位置

づけられることに加え，組合は，それらの問題に対する意見を，社会に対して表明することのできる貴重

な組織のひとつと考えるからです。そのためにも，一つ一つの活動に対してその理由をはっきりと示し、

議論することが重要であろうと思います」。 

（生物資源科学部支部・尾崎浩一氏） 

 

 

 

 

組合員拡大キャンペーンのお礼 

組合員282名に！目指そう３００名！！ 
 

 10月23日（月）～10月27日（金）の12:00～12:45に，組合拡大キャンペーンの取り組みとして，「組合何でも相談コ

ーナー」を開設しました。キャンペーン中にご協力いただいた組合員の皆様，そして「相談コーナー」にいる中央執行

委員に温かい声をかけて下さった皆様，大変ありがとうございました。皆様のご協力のおかげで，拡大キャンペーン中

に5名の方が新たに組合へ入られました。そのため，現在の組合員数は282名となりました。300名まであと少しです。 

キャンペーンは終わりましたが，今後ともご協力いただきますよう，よろしくお願いいたします。 

 

 

2006年度中央執行委員会 活動だより（10/16～10/31） 
 

10/16：中央執行委員会主催 学習会「裁量労働制を考える」 26名参加 

10/17：第8回中央執行委員会 

10/23～10/27：「組合何でも相談コーナー」開設 

10/31：第9回中央執行委員会 

 

 

農場だより 

 今回の農場だよりも神西砂丘農場よりお届けします。出雲市にある神西砂

丘農場では，現在サトイモの収穫時期を迎えています。サトイモは水を好む

ため，乾燥しやすい砂丘地ではあまり栽培に向いているとは言えません。し

かし，十分に潅水できれば，形が良いサトイモがたくさん収穫できます。サ

トイモは，親イモに子イモ，孫イモと寄り添うようにイモが付くため，子孫

繁栄を象徴する作物としてお正月などに縁起物として食べる習慣があります。

農場で取れたサトイモにもたくさんの子イモ，孫イモが付いています． 

 


